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友 へ の 手 紙 （２） 

奈 荷 

 

  

第 3信 2014 年 5月 28日 

私は毎週都内に出て二泊し、学校に行き仕事をします。分身を楽しんでいるよ

うな面白さがあります。 

それから電車に乗り町に帰るのですが、電車が郊外に向かうにつれて、空気が

変化するのを感じることができ、まるで風が私の帰りを待ってくれていたような

気がします。 

 このように、ちょっと遠出をして帰ってきたときに感じる穏やかな感覚を、あ

なたは味わったことがあるでしょうか。 

五月は心の中でゆっくりと一人で口ずさむ歌です。 
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花は咲きはじめますが、まだ思い切り咲いているというほどではなく、賑やか

過ぎることはありません。 

草や木が順序よく自然の幕を開け、清明節が過ぎて起こる雷雨、あちこちに顔

を出す閉じこもっていた虫たち、風が塀の角を吹きわたっていくときの音、木の

幹を叩いていくときの音、それらすべてが私に子供の頃を思い出させます。何も

することがないとき、私はいつも外にある大きな木に登り、際限のない空想にふ

けったものです。 

それで毎年五月に風が吹きはじめると、まるで旧友が私の家の門を叩いている

ように感じるのです。草は毎年新しく生え、すきまがあるところにはどこでも手

を伸ばし、顔を出します。 

木も毎年剪定されても、悲しんでいて痛そうな表情を少しも見せず、すくすく

と成長し、嬉しそうな様子です。私には草も木も愛しく思えます。 

来世では、私は人間には生まれたくありません。草が生い茂っている小さな丘

の上で、草に代わって、五月の風に草の心を打ち明けることのできる、小さなこ

とも見逃さない能力を持つ名木になりたいものだと思っています。 

五月は一瞬にして去っていってしまいます。ではまたのお便りまで、さような

ら。 
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<><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><> 

（中国語原文）   给朋友写的信（２）     奈荷    

第 3信   2014 年 5月 28日 

我每周进京(首都)二宿,既上學又上班。有一种分身的乐趣。 

然后乘车回小城，当电车徐徐驶入郊区,我便能感受空气的变化,仿佛有

风在我回家的路上待我。 

不知妳有否过同样的感受,那种小小地出远门,归来时安穏的感觉。 

五月,是一首在心底慢慢独吟的歌。 

花开,情意未尽,但不再过分的繁华。草树次第井然有序地拉开序幕,清明,

雷雨,蛰虫四起,风吹过墙角,或者拍打树干時的声響,都令我想起小时候。在

无所事事的时候,常常会爬上屋外的大树、做漫無辺際的空想。所以每年五月

起風時、好像旧友在叩打我家的門。 

草,年年是新的,哪儿有缝隙,草就往哪儿伸手探脑。 

树也是,年年被修剪,但满脸毫无伤痛的表情,欣欣然,美滋滋。我爱草,

亦爱树。 

来生,我不愿意自己是人。愿意自己是一棵无名树。在满延草丛的小山岡

上、以树的明察秋毫向五月的风、倾诉草的心情。 

五月刹那就要走远,下封信中再见。 

❒❒❒❒❒ 


